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1 背景 

 近年、ディジタルビデオカメラの普及が進み、

一般家庭においても、子供の運動会、学芸会、

スポーツの試合など、様々なシーンで利用する

機会が多くなった。しかし、どんなにビデオカ

メラの性能が向上しても、撮影者は撮影作業に

集中しなければならず、自分自身がイベントに

参加することや、一観戦者として楽しむ事がで

きない。また、プロが製作するような映像を作

り出すには、高度な撮影技術や映像の編集技術

が必要となってしまう。そのため、素人には視

聴効果の高い、面白い映像を作ることが困難で

あった。 

 

2 従来技術の問題点 

従来技術として、カメラマンが撮影したよう

な自然な映像を自動的に生成するシステムが

存在し、スポーツや料理番組、講義映像などで

実験的に用いられている。これらのシステムは

シーン中の状況理解（カメラマンの撮影知識を

取り入れた）を行い、カメラワークを自動的に

決定するというものである。しかしコンピュー

タが状況理解を行うには限界がある。また、撮

影対象を限定しているため、汎用性にかけると

いう問題点があげられる。 

 

3 提案 

現状の問題点を踏まえて、眼球運動を利用し

た映像編集システムを提案する。本システムは、

固定ハイビジョンカメラで撮影した映像を、眼

球測定器（図 1 nac EMR-8B）を装着した状態

で視聴するだけで、あたかもカメラマンが撮影

したようなカメラワークの加わった映像へと

自動的に編集してくれるシステムである。 

本システムの利点として、視線の軌跡を利用す

るだけなので、実際にカメラワークを行う手間

がかからないということがあげられる。  

 

 

 

 また、撮影対象を選

ばないためさまざまな

場面での利用が期待で

きる。さらに、撮影は

固定カメラを用いる為

カメラワークなどの撮

影作業にとらわれるこ

とがない。そのため一

観戦者として楽しむこ

とができる。 

図1（nac EMR-8B） 

4実装システム 

4.1撮影 

本システムを利用するにあたり、まず映像の

撮影を行う。撮影対象としては、サークルなど

のスポーツの試合、運動会、音楽会、入学式な

どがあげられる。撮影時は撮影対象全体が写る

ように固定ハイビジョンカメラ（SONY 

HDR-HC1）を設置する。（図2）撮影中に人がカ

メラワークを行う必要はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 撮影方法 

4.2編集 

 撮影した映像をプロジェクタなどの大きな

ディスプレイ(本研究では 50型プラズマテレ

ビを用いた)で再生し、眼球測定器を装着した

状態で視聴する。(図3)この行為が従来の映像

編集作業に相当する。 

測定によって得られた視線座標、瞳孔径など

のデータは1/60秒間隔で保存される。保存さ

れたデータの中から、瞬き、よそ見をした場合
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のデータを除去し、視線データを得る。 

視線データと再生動画の時間を同期させた

後、視線座標を中心とした720×480のDVサイ

ズで映像を切り出し、ディジタルカメラワーク

（仮想的なカメラワーク）を加える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 眼球運動測定実験 

 

4.3 ディジタルカメラワーク 

 撮影した映像はハイビジョン映像サイズ

（1440×1080ピクセル）で保存されている。

その映像の中から 1領域を切り出すことによ

り、カメラワークの加わった映像を作成した。 

切り出した領域を移動させることで、パン・

チルト、拡大率を変化させることでズーミング

の効果を仮想的に作り出すことができる。(図

4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (a)編集前の映像 

 

 

 

 

 

 

(b)切り出し映像 （c）ズーム映像 

図4 ディジタルカメラワーク 

 

本システムでは視線データを基にカメラワー

クの条件を決定した。 

4.4 視線データとカメラワーク 

・パン･チルト 

 視線座標(x,y)を中心として、本システムで

定めた基準のサイズ(DVサイズ：720×480ピク

セル)で映像を切り出し、１フレームごとに視

線座標を読み込むことによって領域を移動さ

せた。 

基準のサイズは、大きすぎるとカメラワーク

の効果が反映されにくく、小さすぎると撮影対

象が収まりきらないという問題を考慮して DV

サイズを利用することにした。 

 また、視線の動きはつねに小刻み震えている

ため、そのまま利用すると切り出した映像が震

えてしまう。そこで5フレーム分の平均値をと

り、その値を適用することで震えを低減させた。 

 

・ズーム 

 一定時間、視線が同じ場所に停滞している場

合には、ズームを行うことにした。本システム

では、30フレーム分の視線座標を保存し、現

在、10フレーム前、20フレーム前、30フレー

ム前の視線座標を比べ、変化が少なかった場合

に、切り出す領域を狭めることによってズーム

の効果を再現した。 

領域を狭める限界値は、拡大時の画質の劣化

を考慮し、基準値の 1/4のサイズ（360×240

ピクセル）とした。 

 

5 まとめ 

実装したシステムの評価実験を行い、本シス

テムを利用して作成された映像が、編集前の映

像とくらべて視聴効果が高く、面白い映像とな

っているのか確認する。また、視線データとカ

メラワークの関係が今回提案する条件でよい

のか、評価実験を行う予定である。 
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